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              absolute="00:00:09.139"/>

        ...

      </timeline>

      <annotationBlock>

        <u start="#ts5" end="#ts6">

          nee'kaa

        </u>

        ...

      </annotationBlock>

    </body>

  </text>

</TEI>

（3）TTML ⇒ WebVTT

TTML（Timed Text Markup Language）は SMIL（Synchronized Multimedia Integration 

Language）から派生した字幕の規格である 15）。

TTMLは多様な表現が可能であるが、最も単純なのは次のように時間値を埋め込んだ注釈テ

キストを並べた形である。言わばWebVTT形式をほぼそのまま XML化したような形になる。

<tt xmlns="http://www.w3.org/ns/ttml">

  ...

  <body>

    <div region="shb">

      <p begin="00:00:06.697"

         end="00:00:09.670">

        nee'kaa

      </p>

      ...

    </div>

  </body>

</tt>

したがって、EAF形式から TTML形式に変換し、それからWebVTT形式に変換すれば、

TTMLとWebVTTの両方の形式のデータを得ることができる。
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（4）XML パイプライン

前項まで見てきたように、EAF形式は IIIF形式、WebVTT形式へと比較的容易に変換可能で

あるのみならず、その過程において TEI形式、TTML形式など多くの副産物を得ることができる。

言わば、多様なプラットフォームを見据えた「注釈テキストのエコシステム」の構築が可能だと

思われる。

今回は「エコシステム」の可能性を探るため、次のようなパイプラインを考案した。

・EAF形式を TTML形式に変換し、そこから IIIF形式とWebVTT形式に変換する。

・EAF形式を TEI形式に変換し、HTML形式に変換する。

より具体的には【図 4】のようになる。図における通常の四角形は XML形式を表し、角丸の

四角形は非 XML形式を表す。四角形が重なっているものは複数のファイルを扱えるステップで

あることを表す。また、EAF形式に含まれない情報は「設定パラメータ」として JSON形式で

与えた。

図 4　XML パイプライン

パイプラインの実装にあたっては、大部分が XMLに関わるため XProc（XML Pipeline 

Language）を採用し、実行には XML Calabash（バージョン 1.4.1-100）を使用した 16），17）。また、

非 XMLの領域および XProc/Calabashとの連携部分、すなわち実質的な起動スクリプトを

JavaScriptで記述し、Node.js（バージョン 15.14.0）で実行した 18）。

以上のパイプライン・スクリプトにより、複数の EAFファイルをまとめて一つの IIIF 

Manifestに変換することに加え、さまざまな形式の字幕データや、人間可読な音訳、翻訳等のテ

キストを同時に生成することが可能になった。
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3．おわりに

3-1．達成

「Mirador動画アノテーション対応版」の改良を通して次のような成果が得られた。

・ Miradorに自動スクロール機能の追加、サイドバーとシークバーの連携強化、字幕表示

機能の追加を行った。

・ 学習者はMiradorの一貫したインターフェースを用い、動画と字幕テキストの制御を直

感的に行うことが可能になった。

・ ELANで作成された注釈データ（EAF形式）から、IIIF Manifest、およびさまざまな形

式の字幕データ、人間可読な電子テキストを同時に生成することが可能になった。これは、

多様なプラットフォームを見据えた「注釈テキストのエコシステム」が可能であること

を裏付けるものである。

3-2．今後の展望

本稿で論じた「Mirador動画アノテーション対応版」の改良版については、JAELのウェブペー

ジに情報を掲載している 19）。また、パイプライン・スクリプトによって生成された各種データ

と動画は、The Ethiopian Language Archiveで利用することができる 20）。このウェブサイトは試

験運用中であり、今後改めて大量の動画に耐えうるウェブサイト構築を進める予定である。

パイプライン・スクリプトも上記のページから得られる。現状のスクリプトはコマンドライン

実行が必要であり、学習コストの高さが課題であるが、今後は上述したウェブサイト構築と連携

し、動画と EAFファイルのアップロード機能、ダウンロード機動を追加する予定である。
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COLUMN 7

IIIF ビューワを作ってみる
永崎研宣

0．はじめに
IIIFビューワには、すでにいくつか、とても便利なものがあります。そして、それらに匹敵す

るものや凌駕するようなものを作るのは、やや無理があります。しかし、簡素なビューワがほし

いとき、あるいは、自分のシステムに簡易なビューワを組み込みたい時など、独立した立派な

ビューワでなくても、ちょっとしたものを作れると便利なことがあります。また、そこまでいか

ずとも、IIIFがどういうものかを理解しようとするなら、画像も IIIF manifestも読み込む IIIF

ビューワを作成することはかなりの効果が期待できます。本コラムでは、そのようなニーズに応

えられるような、簡単な IIIFビューワの作成について解説します。

1．画像ビューワの選定と組み込み

画像ビューワの選定と組み込みは、一連の作業のなかでは成果が出たという実感をもっとも得

やすいものです。この解説に飽きが来ないようにするために画像ビューワの選定と組み込みをま

ずは取り組んでみたいと思います。

1-1．画像ビューワの選定

画像ビューワを自力で作るのはとても大変です。ですので、メジャーな IIIFビューワでは、

基本的に画像ビューワは既存のものを組み込むことが多いです。特によく使われるのは

OpenSeadragonと Leafletです。いずれ劣らぬ安定して多機能な画像ビューワであり、IIIFの画

像を扱うこと、つまり IIIF Image APIにも対応しているため、画像の拡大縮小などに関して何か

をプログラミングしたりせずとも扱えるのが大きなメリットです。

OpenSeadragonを採用するか Leafletを選定するか、というのは、いろいろな観点がありますが、

基本的に、古地図を含めて地図に関することを扱うか、あるいはその可能性が大きい場合には

Leafletがおすすめです。それ以外の場合であれば、OpenSeadragonを選んでおくとよいでしょう。

ここではとりあえず、OpenSeadragonの方で解説していきます。
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1-2．OpenSeadragon の扱い方

OpenSeadragonは、JavaScriptで書かれた画像表示のための高機能なライブラリです。元々は

マイクロソフトが作成していたものがオープンソース化されて広く用いられるようになったもの

です。動作が非常に安定している点は、こういった開発においては大変ありがたいことですが、

それを踏まえた上で、IIIFをはじめとする画像の拡大縮小が可能ないくつかの画像配信形式に対

応しており、SVGや HTMLの Canvas要素等を用いて画像上に描画するプラグインがリリース

されているなど、拡張性が高く、IIIFビューワを開発するにあたっても、さまざまな付加機能を

開発・追加できる可能性を秘めています。

OpenSeadragonを我々のビューワに組み込むためには、概ね以下のような手順が必要となりま

す。

1．OpenSeadragonをダウンロードして任意の作業用フォルダに展開する。

2． OpenSeadragonをライブラリとして我々のビューワに読み込めるように HTMLタグを記述

する。

3．  JavaScriptを記述することで OpenSeadragonを用いた画像表示を我々のビューワで実現で

きるようにする。

1-3．OpenSeadragon で画像を表示してみる

習うより慣れろ、の精神で、まずは OpenSeadragonを用いた画像表示を簡素な HTMLで実現

してみましょう。まずは必要なファイルの準備です。

1-3-1．必要なファイルの準備

OpenSeadragonの公式サイト https://openseadragon.github.io/ から、ページ右上の「ZIP」アイ

コンをクリックして【図 1】、今回の我々のビューワを開発するためのフォルダに保存して展開

しておきましょう。図 2のように、フォルダができていることを確認しておいてください。

図 1　OpenSeadragon の公式サイト
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図 2　OpenSeadragon の zip ファイルを展開した状態

次に、HTMLファイルを作成します。これにはいろいろな方法がありますが、たとえば、「新

規作成」⇒「テキストドキュメント」を選んで空のテキストファイルを作成【図 3】した後、ファ

イル名を「viewer.html」に変更すると【図 4】、比較的楽に作成できるでしょう。

図 4　ファイル名を「viewer.html」に変更

図 3　「新規作成」⇒「テキストドキュメント」を選択
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これに加えて、テスト用に表示する画像が一つほしいですね。これは、適当な JPEG画像を持っ

てきて同じフォルダに置いてください。ファイル名は「test.jpg」としてください【図 5】。

図 5　テスト用 JPEG 画像を持ってきたところ。

1-3-2．1 枚物の JPEG ファイルを OpenSeadragon で表示してみる

それでは、我々のビューワに向けた第一歩として、1枚物の JPEGファイルを OpenSeadragon

で表示する HTMLファイルを作成してみましょう。これにはテキストエディタを利用すること

になります。メモ帳などでもできますが、ここではソフトウェア開発用に近年非常に広く使われ

るようになったフリーソフト VS Code1）をおすすめしておきます。

viewer.htmlは、そのまま開くとWebブラウザで開いてしまいますので、右クリックするなど

して開くソフトウェアを指定するか、あるいは、エディタを開いてから「ファイルを開く」機能

でこのファイルを開いてください。そうすると、ファイルが空であることが示されます。そこで、

まずは今回必要となる HTMLの骨組みとなるものを作成してみましょう【図 6】。

図 6　HTML の骨組み （左）とそれを Web ブラウザで表示した状態

図 6は、ごく基本的な最小構成に近い HTMLです。ヘッダと本文が、それぞれ <head>～ </

head>と <body>～ </body>で囲まれ、ヘッダの中には文字エンコーディングの指定とタイトル、

スタイルとスクリプトのタグがそれぞれ入っています。本文にはただ一文だけ書いてあります。
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要注目なのは、本文終了の </body>の後に、さらにスクリプトタグ <script>～ </script>が入っ

ている点です。これは <body>の内容をすべて読み込んでから処理を始める必要がある場合に有

効な書き方で、近年は主流になっているものです。今回利用する OpenSeadragonでもこのよう

にする必要があるための処置です。

図 6においては、1～ 11行目が文書のヘッダにあたる部分、12～ 15行目は本文の部分、16

～ 21行目まではプログラムの部分です。

では、ここに、OpenSeadragonを組み込むためのごく簡素なスクリプトを書き込んでみましょ

う。図 7で、書き込む内容を確認してみてください。

図 7　1 枚物画像のために OpenSeadragon を簡素に組み込むスクリプト

図 7の内容を確認してみましょう。

9行目では、OpenSeadragon自体の JavaScriptファイルを読み込んでいます。これは、src=””

の値として、そのファイルのパスを書いておきます。フォルダ（ディレクトリ）の区切りはスラッ

シュ（/）ですので、その点は気をつけましょう。

12行目では、「我々の IIIFビューワ」という文字列をタイトルとして表示するために <h1>～

</h1>タグで囲んでいます。

13行目では、OpenSeadragonのビューワを表示する場所を divタグで設定しています。まず、

この divタグの場所でビューワを表示するようにスクリプトから指定できるようにするために、

@id属性を付与します。ここで値を「myViewer」としていますが、これはこのページの中でユニー

クであれば自由に設定できます（ただし XMLのルールに基づく制約はあります。無難に済ませ

るには、冒頭の文字は半角英字で、その後は半角英数字を使ってください）。OpenSeadragonの

ビューワは、高さの設定が必須ですので、@sytle属性で高さ（height）の値を 500pxに設定して

います。この高さは自由に設定しても基本的には問題ありません。ここでは横幅（width）を設
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定していないのでビューワの横幅はブラウザのウインドウサイズに応じて変化しますが、任意の

値を設定することで横幅を決め打ちにすることもできます。

16～ 23行目では、OpenSeadragonの初期設定を行って、それを変数 viewerで操作する、と

いうことを指示しています。ここでは、キーと値をコロンでつなぎ、その組み合わせをカンマで

区切る、という記述の仕方になっています。この記述方法は JavaScriptでは非常によく用いられ、

Webでもスタンダードになっているデータ記述方法の一つです。では、この中についても少し

みてみましょう。

17行目では、ビューワを表示する場所として付与された 13行目の divタグを idで指定してい

ます。JavaScriptでは、このようにしてタグに付与した属性情報やタグ名等を使ってタグを操作

するのが基本です。

18行目の prefixUrlでは、ビューワで使われるアイコン画像のフォルダのパスを書いておきま

す。

19～ 22行目では、ビューワで表示する画像ファイルについての情報を記述しています。20

行目でタイプを imageとして、21行目で対象となる画像ファイル名を指定しています。

これにより、図 8のように、ビューワにテスト画像が表示されて拡大縮小ができるようになり

ます。

図 8　1 枚物画像をビューワに表示させ（左）、拡大してみた例（右）

1-3-3．IIIF 画像を１枚だけ表示してみる

では次に、IIIF画像を 1枚だけ表示してみましょう。この場合、IIIF Image APIに準拠した

info.jsonファイルの URLを指定することになります【図 9】。

図 9では、19行目の tileSourcesの値として [ ]に囲む形で info.jsonの URLが書かれています。

この [ ]に囲まれているのは、配列形式であることを意味しています。つまり、複数の値（URL）

が記述されることが前提となっています。（この URLは九州大学附属図書館所蔵資料のもので

す）。これをWebブラウザで開くと図 10のようになります。
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図 9　IIIF 対応画像を 1 枚表示するためのスクリプト

図 10 IIIF 対応画像を 1 枚だけビューワで表示させ（左）、拡大してみた例（右）

1-3-4．複数の IIIF 画像をページ遷移できるようにしてみる

IIIFビューワなら、複数ページを遷移できるようにしなければなりませんね。そこで、まずは

OpenSeadragonでその機能を試してみましょう【図 11】。

図 11　複数の IIIF 対応画像をページ遷移させるためのスクリプト

図 11では、図 9では 16～ 20行目だったスクリプトに、改行を入れても差し支えない箇所に

改行を入れて整理して、少し見やすくしています。19行目には、ページ遷移を行うことを明示

するために sequenceModeを trueを値として記述しています。そして、20行目では、最初に表

示するページとして initialPageの値を 1ページ目（0から数える）として記述しています。その

次の行の tileSourcesの値として書かれているのは 22～ 25行目ですが、このうち 22行目と 25

行目には、配列であることを示す括弧 [ ] をそれぞれ付与しています。そして、23行目と 24行

目は、IIIF対応画像の info.jsonの URLをシングルクオーテーションで囲み、カンマで区切って

います。
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図 12　ページ遷移用のアイコンが表示され、ページ遷移した例。

さて、勘のよい読者はもうお気づきだと思いますが、どこのサイトのものであっても info.json

の URLをここに列挙していけば一連の画像としてページ遷移して閲覧することが可能です。

ここまでで、とりあえず OpenSeadragonに提供してほしい最低限の機能の確認が終わりまし

たので、次は IIIF manifestの読み込みに進んでいきましょう。

2．IIIF manifest の処理

2-1．はじめに

IIIF ビューワは、IIIF manifestにまとめられたさまざまなコンテンツを見やすい形で表示する

ことを目指すものです。すでに広く利用されているいくつかのメジャーな IIIFビューワを見れ

ばわかるように、用途やコンテンツの性質に応じてさまざまな表示の仕方があり得ます。ここで

は、ごく単純な、複数の画像にメタデータが付与されている程度のシンプルなコンテンツを表示

するビューワを目指します。

ここで留意すべき点として、IIIF manifestのフォーマットを定義する IIIF Presentation APIの

バージョンの問題があります。本稿執筆時点ではバージョン 2系列が非常に広まっている一方で、

バージョン 3がリリースされてから少し時間が経っており、徐々にバージョン 3が広まりつつ

あります。IIIF Presentation APIに関しては、バージョン 2と 3の間には特に互換性はありません。

バージョン名を宣言することができるため、それを明確に宣言しておくことによって処理を切り

替えることはできます。ですので、バージョン 2用とバージョン 3用の処理系をそれぞれ開発

してバージョン名に応じて切り替えればよいということになります。とはいえ、バージョン 2に

ついては扱い方のガイドも多くあり、筆者もバージョン 2向けの IIIFビューワ開発のチュート

リアルをブログに公開している 2）ということもあり、今回はバージョン 3に対応したチュート

リアルとします。
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2-2．開発作業のための準備

まずは開発作業のための準備をしていきます。先ほどと同じフォルダ（ディレクトリ）に、

HTMLファイルを用意して、エディタで編集を開始しましょう。ここでは manifest.htmlという

ファイル名にしてみます【図 13】。

図 13　作業中のフォルダに新たに manifest.html を追加した例

2-2-1．HTML ファイルの作成と Web ブラウザの「コンソール」の使い方

ここからのスクリプト作成をうまく進めるために、処理途中のデータやエラーメッセージの確

認をするための機能を使えるようにしましょう。そのために、まずは以下のような HTMLファ

イルを作成してみます【図 14】。

図 14　メッセージ表示のスクリプトを付加した HTML と Web ブラウザでの表示

全体として、先ほど viewer.htmlで作成開始した時のもの（図 6）とほとんど同じです。ただ、

15行目にメッセージ表示用のスクリプトが書き込まれています。この console.log( )という命令

によってメッセージ表示が行われます。このメッセージを表示するためには、たとえば Google 

Chromeの場合は、以下のように「その他のツール」⇒「デベロッパーツール」を選びます。（あ

るいは、Ctrl+Shift+iを同時に押す。）そして、開いたデベロッパーツールから「Console」を選
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びます【図 15】。

図 15　「デベロッパーツール」を開いて「Console」を表示させる例

このようにして、図 15の右の画面の右側にある「Console」タブ以下で、console.log( )で指定

したメッセージが表示されているのが確認できます。このようにして、スクリプトの途中でデー

タがどのようになっているのか確認したい時や、処理のタイミングがどのようになっているか見

ておきたい時など、この Consoleタブで確認できます。特に、作ったスクリプトがうまく動かな

い時にはこの機能は非常に有用ですので、覚えておいてください。

2-2-2．「どんなファイルを読み込んだのか」Web ブラウザで確認する方法

「デーベロッパーツール」は Consoleタブだけでなく、他にもさまざまな機能を持っています。

全体として「Webページを読み込んだ時のブラウザの状態」を確認できる機能と考えていただ

いてよいと思います。Consoleタブ以外に特に役立つ機能として「Network」タブがあります。

これはタブの中から選択すれば利用できます。たとえば、先ほど作成した OpenSeadragonの

HTMLファイルで「デベロッパーツール」を開いて「Network」タブを表示させてから再読み込

みをしみてると、たくさんのファイルが読み込まれている様子を確認できます【図 16】。

「Network」タブでの読み込んだファイルの情報は、一行あたり一つのファイルで、読み込み

時間をグラフで表示したり、ファイルのタイプやアクセスのステータスなどさまざまな情報が表

示されるようになっています。OpenSeadragonの小さなアイコン画像であっても一つずつ表示さ

れますので、このようなファイルを開くときはたくさんのやりとりが行われることになるのがわ

かると思います。うまくページが表示されなかったりスクリプトが動かなかったりする時にここ

を確認するとファイル読み込みが異様に遅くなったり失敗したりしていることなど、原因の確認

ができる場合があり、時としてトラブル解消に大きく役に立つ場合があります。また、見ている

サイトが IIIF対応かどうかを手っ取り早く確認したい時も、ここで読み込まれる各種ファイル

を見るとすぐにわかることがあります。
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図 16　Network タブを利用して読み込んだファイルを確認する例

2-3．IIIF manifest を読み込んで処理してみる

では、このコンソールの利用を踏まえて、いよいよ IIIF manifestの読み込みに入りましょう。

2-3-1．IIIF manifest を読み込んでタイトル（label）とその言語名を表示してみる

IIIF manifestにおいて、タイトルとしては「label」というキーが割り当てられています。そこで、

今回利用している IIIF manifestの冒頭部分を見てみると、以下のようになっています。

図 17　九州大学附属図書館所蔵『竹取物語絵巻』画像の IIIF manifest の冒頭部分

ここでは、5～ 7行目が labelに関する情報です。IIIF Presentation APIバージョン 3から始まっ

た記法ですが、labelの値はさらに構造を持っていて、言語タグを付与することになっています。

この場合、日本語 (ja)なので、　　　　　　　　　　　という風に記述されているとありがたい

ところですが、このように” none” となっている場合、言語指定がないことになるので、どの言

語でも表示できるように対応させる必要があります。

では、図 14にて作成した manifest.htmlに、IIIF Presentation API バージョン 3に対応した、

この IIIF manifestの URLを読み込んで、タイトル（label）とその言語名を表示してみましょう【図

18】。

ここでは、15～ 28行目が外部からファイルを読み込んで JavaScriptで操作するためのスクリ

プトになっています。
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15行目では、JavaScriptを使って HTTPでのリクエストを行う機能を持つ APIである

XMLHttpRequestオプジェクトを呼び出して、「ajax」という変数に格納して処理することを宣

言しています。

16行目で openメソッドを用いてリクエストを初期化します。そして、GETメソッドを用い

てデータを取得すること、今回取得する IIIF manifestの URL、それから、リクエストが非同期

であることを trueで指示します。

17行目では、リクエストが完了した後の処理を設定します。そして、18，19行目ではリクエ

ストが正常に完了したことを確認します。

20行目では、リクエストに応じてWebサーバーから戻ってきたデータを ajax.responseTextで

受けて、これを JSON形式としてパース（解析）しています。

21～ 24行目では、IIIF manifestの「label」（作品等のタイトルに等しいもの）の値を for文で

取り出して、その言語情報とラベルをデベロッパーツールの Consoleに表示させまていす。label

の値は、さらに連想配列（Pythonで言う dictのようなもの）となっており、言語情報をキーと

しています。そして、その値は配列 (Pythonで言う listのようなもの )として記述されています。

図 19　�Console にラベルとラベルの言語情報が表示
される例。

図 18　IIIF manifest を読み込んでタイトル等を表示する例

それを取り出すために、連想配列を処理す

るための for文と配列の一つ目を表示する

ための添字の [0]を用いています。

そうすると、図 19のように、manifest.

html の 22，23 行目の console.log( ) を受

けてその内容がデベロッパーツールの

Consoleに表示されます。

一連のスクリプトにより、九州大学附属

図書館が公開している竹取物語画像の IIIF 

manifestを取得してそのタイトルと言語情

報を Consoleに表示できるようになりまし

た。なお、この図 19の例では、図 17で
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示したように言語情報が noneとなっているために、Consoleには noneと表示されています。

2-3-2．Web ページ上にタイトルを表示する

タイトルを Consoleに表示するだけでは利用者から見えるとは言えません。そこで、<body>

の中にタイトルを表示するための divタグを置くとともに、JavaScriptで IIIF manifestから取得

したタイトルをこの divタグに書き込むようにスクリプトを修正します。以下のタグとスクリプ

トを見てみましょう。

図 21　タイトルを指定した div タグに書き込むスクリプトを追加

図 20　<body> の中に <div> を追加

13行目【図 20】では、値として labelを持つ@id属性を付与した divタグを追加しています。

この labelという idをターゲットとして、JavaScriptで内容を操作します。

25～ 26行目【図 21】では、25行目で labelという idを持つエレメントを指定して「label_

el」として扱うことにします。そして、26行目では、この label_elのテキストとして変数 titleの

内容（ここでは IIIF manifestの” label” の値）を代入しています。

この結果、図 22のように、タイトルが表示されます。

図 22　「竹取物語絵巻」のタイトルが表示された例
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なお、このチュートリアルでは扱いませんが、同じ要領で、権利者や利用条件なども表示でき

ますので、後ほど自分で試してみてください。

2-3-3．Metadata の項目をすべてリストする

では次に、IIIF manifestに含まれる metadataの項目を我々のビューワ上にリストしてみましょ

う。すでに IIIF manifestの JSON形式のデータを読み込んでありますので、あとはそれを取り出

して適当に HTMLタグで整形して表示させるだけです。ただし、metadataの項目は、表示すべ

き内容が先ほどの labelよりも深いところにありますので、for文のなかでさらに for文を用いる

処理が必要になります。以下のタグとスクリプトを見てみましょう。

図 23　<div> タグの追加（と <h2> タグの追加）

図 24　metadata 項目を処理するためのスクリプトを追加

14行目【図 23】に、metadata項目を表示するための divタグを追加しています。また、本題

とは少し外れますが（ですのでやらなくてもよいですが）、13行目ではメタデータ項目との区別

をしやすくするために、タイトルの divタグには h2タグを追加しています。

28～ 46行目【図 24】では、metadata項目を処理するためのスクリプトが追加されています。

この metadata項目を IIIF manifestの JSON形式で見てみると図 25のようになっています。
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図 25　今回の IIIF manifest の metadata 項目の冒頭部分

“metadata:” の直後の括弧が [ ]、つまり配列になっています。IIIFでは metadataの中の項目

名は定めておらず、配列形式で好きな項目を追加できるようになっています。ここでは、この

JSONデータを見ながらデータの処理について検討した結果、とりあえず図 24のように、連想

配列には for文、配列には forEachを用いて、組み合わせて処理しています。

43～ 44行目で、取得したデータに HTMLタグをつけて整形して変数 metahtmlに追記するこ

とを繰り返し、

46行目では metahtmlに溜め込まれた HTMLタグを、innerHTMLで divタグに表示させてい

ます。

これをWebブラウザで表示させると図 26のようになります。

図 26　メタデータをリストした例

2-3-4．スタイルを少しつけてみる

JavaScriptで生成する HTMLタグにも通常の HTMLタグと同様にスタイルをつけることがで

きます。
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図 27　スタイルの追加

図 28　span タグによるクラスの追加

7～ 8行目【図 27】で、metamenuというクラスをもつタグの内容に対して背景色を lightcyan

にすることと、titleという id属性を持つタグに対して文字色を緑にするという指定をしています。

44～ 45行目（【図 28】、ただし、図 24では 43～ 44行目にあたる）では、spanタグを用いて

metamenuクラスを項目名のみに付加しています。spanタグは改行を伴わずにテキストにクラス

等の属性やスタイルを付与することができるためここで用いています。これを表示させると図

29のようになります。一番大きいタイトルの文字色が緑色になっていることと、メタデータの

項目名に背景色がついていることを確認してください。

図 29　スタイルを設定した例

2-3-5．コンソールに各画像の id の一覧を表示させてみる

では次に、いよいよ画像 URLを取得することになりますが、ページに表示させる前に、とり

あえず Consoleに表示させてみましょう。というのは、このような少しややこしい処理をする場

合、動作がうまくいかなくなることがあるため、問題を早期に発見できるようにするためには、

Consoleに表示させてから次に進むのが効率的です。

48行目では、各画像の idを格納するための配列 imgurlsを初期化しています。

49～ 53行目では、forEach文を用いて IIIF manifestに含まれる各画像の idを取得しつつ、51
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行目で imgurls配列にそれを追加していきます。

54行目で、imgurlsに蓄積された情報をすべて console.logに出力します。これがうまくいく

と図 31のようになります。

図 30　IIIF manifest に含まれる各画像の id を抽出するスクリプトの追加

図 31　Console での各画像 id の表示結果の例

この Consoleでの表示結果の小さな三角をクリックすると、Console画面側の下の方に、図 32

のように各 id（URL）がリストされます。

図 32　Console のリストを開いて表示した例

2-3-6．サムネイル画像を並べて表示

各画像の idがわかりましたので、IIIF Image APIのルールに従って任意のサイズの画像を取得

することができます。とりあえず、サムネイル画像を取得してみましょう。
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図 33　サムネイル画像を表示する場所に div を追加

図 34　�幅 200px の画像の URI を生成して img タグに組み込んでから div タグに表
示する例

16行目【図 33】では、サムネイル画像を表示する場所として、id属性 thumsを付与した div

タグを記述しています。

52～ 54行目【図 34】では、前回のスクリプトで単なる画像 idの URLだったものを、53行

目で幅 200pxの JPEG画像を取得できる IIIF Image APIの URIとしています。そして、52～ 53

行目で変数 imgtagに、この URIの画像を表示する imgタグを代入し、54行目で配列 imgurlsに

追加しています。

57行目では、Webページ上で id属性に thumsの値を持つタグ（エレメント）を thumsdivで

扱うと宣言した上で、

58行目で、配列 imgurlsの各要素を「&nbsp; (HTMLでの空白 )」二つで接続してから

innerHTMLを用いて、HTMLタグも含めて thumsdivが指示するエレメント上で表示させていま

す。

この結果は、図 35のようになるはずです。

図 35　サムネイル画像をすべて表示させた例
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というわけで、IIIF manifestから画像 idを取り出すことができました。あとは、図 11のよう

な形で OpenSeadragonに各画像 idを組み込むだけです。

3．OpenSeadragon との統合

ここまで作成してきた二つのものを統合すれば、IIIFビューワの非常に簡素なものが作れるは

ずです。以下で、挑戦してみましょう。

3-1．OpenSeadragon を組み込んでみる

ここでは、図 34までで作ってきたスクリプトに OpenSeadragonのスクリプトを組み込んでみ

ることにします。といっても、おおむね、図 11までに作ってきたスクリプトを組み込むことに

なります。

図 38　info.json の URI を生成して OpenSeadragon に読み込ませるスクリプトを追加

図 36　OpenSeadragon を組み込むためのタグの追加

図 37　OpenSeadragon を起動させるスクリプトを追加

15行目【図 36】で、OpenSeadragonを組み込むためのタグを追加しています。

20行目【図 37】では、info.jsonの URIを格納して OpenSeadragonに読み込ませるための配
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列 infojsonsを設定します。

21～ 27行目【図 37】は、OpenSeadragonを起動させるスクリプトです。これは概ね図 11ま

でにやったことと同じですので、内容を理解したい人は戻って復習してください。

64行目【図 38】は、画像 idに「info.json」を追加して IIIF Image APIとして読み込めるよう

にした上で、配列 infojsonsに追記しています。

69行目【図 38】では、配列 infojsonsに格納した要素（＝各画像の info.jsonの URI）をまと

めて OpenSeadragon（ここでは「viewer」として扱っている）に読み込ませます。

これで、OpenSeadragon上で画像が拡大縮小可能な形で操作できてページめくりもでき、タイ

トルやメタデータ、サムネイル画像一覧と同時に表示されているはずです。見た目は概ね、図

39のようになるはずです。

図 39　OpenSeadragon を組み込んだ例

3-1-1．サムネイル画像一覧からアクセスするには

ごく簡素な IIIFビューワはできましが、これだけではまだいろいろ物足りない感じです。あ

れこれ追加したくなってしまうところですが、とりあえず、一つだけ、サムネイル画像一覧のど

れかをクリックするとその頁画像を大きく表示できるようにするという機能を作ってみましょ

う。

図 40　サムネイル画像の img タグにクラス thum を与えて連番を data-n 属性で付与

OpenSeadragonでページ遷移をするためには、読み込みをした一連の画像の中で何番目のもの
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かを知らせる必要があります。そこで、サムネイル画像をクリックした時に何番目のものかとい

う情報を取得して、それを OpenSeadragonに渡してページ遷移する、ということになります。

59行目【図 40】は、連番を付与するための変数を設定しています。最初は 0ですね。

63行目【図 40】では、thumをクラス属性で、連番を data-n属性で付与しています。

図 41　サムネイル画像をクリックするとページ遷移するスクリプトの追加

72～ 77行目は、thumクラスのすべてのタグに対して、クリックをしたら data-n属性の値（数

字）を取得してその数字を行き先ページとして OpenSeadragonに渡すというスクリプトです。

querySelectorAll( )は、CSSセレクタでエレメントを指定できますので、

72行目では、.thumでクラスを指定して thumclassとして扱えるようにして、

73行目では thumclassのエレメントを forEach文で繰り返し処理を始めます。

74行目では、このエレメントに対して、clickイベントがあれば次に指示する処理を行うよう

に指示し、

75行目では、クリックされた imgタグの data-n属性の値を取得して、OpenSeadragonの API

である goToPageでそのページに遷移する、ということになります。

これにより、図42のように、サムネイル画像をクリックするとその画像の本体がOpenSeadragon

上に拡大縮小可能な形で表示されることになります。

図 42　サムネイル画像をクリックするとその画像が大きく表示される例
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COLUMN 7
4．今後の発展に向けて

ここで作成した IIIFビューワは、ごく初歩的なものです。ここでの目標は、どちらかと言えば、

この作成を通じて IIIFがどういうものかを知っていただく機会とすることでした。一応、

HTML、CSS、JavaScriptを駆使すれば、ここからさまざまな機能を持つビューワを作成するこ

とができます。Bootstrap3）に組み込むだけでも相当によい感じの見た目にすることもできるで

しょう。筆者自身、このような感じでいろいろなビューワを開発してきました。特に、個人で楽

しむだけであれば、こういったものの開発は、技術仕様の理解やスキルアップという意味でもと

ても有意義なものです。個人で作ったビューワで各地の画像を閲覧できるというのは、まさに

IIIFの意義が体現されていると言っていいでしょう。

とはいえ、長期間の持続的なサービス提供を目指す必要がある場合には、セキュリティ対策等

でアップデートが必要になる可能性がありますので、そのようなWebサービスに組み込もうと

いう場合には、自分でアップデート作業やそれに伴う改修等を行う必要があることを充分に考慮

した上で実施する必要があります。くれぐれもこの点は注意してください。

なお、今回のスクリプトの見本は、フォローアップサイト 4）に掲載されています。よくわか

らなくなったら、そちらもご覧になってみてください。

注
1 Visual Studio Code https://azure.microsoft.com/ja-jp/products/visual-studio-code

2 簡単な IIIFビューワを作ってみよう :まとめ
 https://digitalnagasaki.hatenablog.com/entry/2019/05/04/202945

3 Bootstrap https://getbootstrap.jp/

4 IIIF入門本フォローアップサイト https://www.dhii.jp/dh/iiif/
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デジタルアーカイブ（以下、DAと略す）とは、人の営みの過程や成果を共有して思索を深め、

生き方や社会をよりよくしていこうとする取り組みの一環と位置づけられるものであり、デジタ

ル媒体の特性を活かすことで状況をさらによりよくし得ることに大きな期待がかけられている。

DAを構築し提供する側のほとんどの人は、程度の差はあれ、その期待に応えようという使命感

や義務感を持っているだろう。このような人々を、ここでは仮にデジタルアーカイブ構築者、略

して DA構築者と呼んでおこう。

DA自体はデジタル技術の産物であり、かつ、明示的であれ潜在的であれ対象となる資料の価値

によって成立しているものである。ただ闇雲にデジタル化して公開するというわけではなく、そ

こに何らかの価値が見いだされているからその対象となるのである。

そのような取り組みを実施する DA構築者には、技術面を担当する人もいれば、企画を担当す

る人、予算を確保する人、コンテンツをデジタル化する人、それらにメタデータや解説、アノテー

ションの付与を行う人など、さまざまな立場の人が含まれる。これらのいずれの人たちにもおそ

らく共通する関心事は、自らが構築に関わる DAがそれを取り巻く人々からの期待に応えられる

ものになるかどうか、ということだろう。

DAは、デジタル技術の発展に伴う機能の進歩への追随や、技術の陳腐化による持続可能性の

問題などに関して、紙媒体の限定的だがわかりやすい機能性や持続可能性といった性質に比べる

と大きな課題を抱えている。DA構築者の問題に引き寄せるなら、構築している DAに採用した

技術やシステムは、数年先、十数年先、そしてさらにそのずっと先まで皆が適切に必要な情報を

得られるように動作してくれるのか、そして、それは一般に期待されるような十分な利便性を提

供し続けてくれるのか、という問題である。DA構築者が直面するこの種の問題は、典型的な

DA構築者である筆者にとっても長らく重い課題であった。これを大幅に解決することになった

のが、TEIガイドライン及び IIIFとの出会いであった。中でも IIIFがどのような意味を持ち、

どのように課題解決につながり得るのか、ということについては、すでに本書で長く述べてきた

とおりである。

TEIガイドラインについては一昨年に日本語の入門書として『人文学のためのテキストデータ

構築入門』（文学通信）が刊行されたところだが、IIIFに関してはさまざまな媒体に部分的に紹

介されているものの、一冊の本としてまとまったものがなかった。そこで、採用事例の広まって

きた現在、一度入門書を刊行することでここから先の展開を考えるための一里塚とすることにし

た。そこで、株式会社文学通信社長の岡田圭介氏のご賛同をいただき、本書の編集者として大向

一輝氏・西岡千文氏・橋本雄太氏・吉賀夏子氏及び筆者によって本書の構成が作成され、さらに
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広く執筆者を求め、現在の形となった。IIIFに関するあらゆる種類の事例を集められたわけでは

ないが、編集会議での議論のおかげで、比較的幅広く集められたように思う。編集者諸氏に深く

感謝したい。

本書における日本国内での IIIFの普及についての描写は、筆者の視点から書いたため、その

背景について十分に言及できなかったが、筆者が IIIFに注目し始めた頃、日本の DA政策を牽

引する国立情報学研究所教授（当時）の高野明彦氏や日本の学術情報流通政策への多大な貢献者

である京都大学図書館機構長（当時）の引原隆士氏といった方々もすでに IIIFをご存じであっ

ただけでなく肯定的な姿勢を持っておられたことが、2016年以降の国内での急速な普及に大き

な力となったことは感謝とともに記しておきたい。これに加えて、本文中でも触れているが、東

京大学大学院人文社会系研究科次世代人文学開発センター人文情報学部門長（当時）の下田正弘

氏が IIIFの重要性を強く認識され、同部門が日本で初めて IIIF協会の会員組織となったことは、

DAの重要な規格を定める国際的なコミュニティにおける日本のプレゼンスを高めるだけでな

く、その後陸続と国内の会員組織が増加していくきっかけをもたらしたという意味でも貴重なも

のであった。また、現在の国書データベースの前身である新日本古典籍総合データベースという、

国文学研究資料館が運営していた日本最大級の古典籍データベースにおいて IIIFが比較的早期

に採用されるにあたっては、同館教授の山本和明氏がその意義を理解し尽力してくださったこと

が大きかったと仄聞している。国立国会図書館デジタル・コレクションでの IIIFの採用にあたっ

ては、数回に渡る講習会や打合せで IIIFの説明をさせていただくなかで、同館でこれに関わる様々

な立場の方々が IIIFの意義に賛同し熱意を示してくださった。筆者からは IIIF実装に関する同

館の活動の全体がみえていたわけではないため、個々のお名前を具体的に挙げるのは難しいが、

取りかかった後の確かさと迅速さには、その人材の厚みを感じさせるものがあった。また、この

技術仕様が日本国内で広く一般に利用可能となるにあたっては、国立情報学研究所及び ROIS-

DS人文学オープンデータ共同利用センター教授の北本朝展氏、東京大学史料編纂所助教の中村

覚氏、フェリックス・スタイルの本間淳氏をはじめ、多くの方々の技術的な貢献があったことも

記しておきたい。そして、スタンフォード大学図書館をはじめとする国際的な IIIFコミュニティ

の方々からの有形無形の支援は、日本での IIIFの普及においてとても有益なものであった。

ここに至るまで、筆者が直接やりとりしただけでも、図書館・博物館・美術館・文書館・企業・

大学・研究所など、さまざまな組織の多くの方々が、間接的・直接的な DA構築者として各地で

IIIFの導入に取り組んでくださった。筆者が知らないところでは、その何倍、何十倍もの人が本

件に尽力してくださったことだろう。DAの構築をめぐり、そのようにしてさまざまな関係者が

DAをよりよいものにするための国際的な規格の導入をめぐってそれぞれに取り組み、そのよう

な営みの総体として多様なデータベース連携を可能とする環境が実現されていることは、日本の

DAの将来的な明るい見通しを感じさせるものである。今後のさらなる広がりと発展を期待した

い。

本書は、一般財団法人人文情報学研究所の監修により刊行されるものであり、研究所を支えて
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くださっている皆様には感謝すること至極である。これに加えて、本書の刊行に至る研究活動の

一部は JSPS科研費 JP23K28385, JP23H03696, JP23H00002, JP23K17500, JP20H05830の助成を

受けており、深く感謝したい。最後に、筆者の活動をいつも支えてくださり、本書の企画を建設

的に受け止め、オープンアクセス書籍として刊行までこぎ着けてくださった文学通信の岡田圭介

氏と西内友美氏に心より感謝したい。

本書が日本の DAをより身近で利活用しやすいものにしていくだけでなく、さらに、国際的な

ネットワークの中でよりよく発展させていき、日本の国際的なプレゼンスを確かなものにしてい

くための一助となることを願っている。

 慶應義塾大学文学部図書館・情報学専攻／一般財団法人人文情報学研究所　永崎研宣

［メールマガジン『人文情報学月報』（無料）のご案内］

　人文情報学とは、人間文化を対象とするさまざまな研究分野を含む幅広い意味での人文学を対
象とし、その研究活動においてデジタル技術が適用されることによって生じる理論的枠組みから
実践的問題までの多様な課題を扱う研究領域です。そして、デジタル技術やそれによって作り出
された研究データの活用を媒介として、人文学内の諸分野のみならず、情報学やその他のさまざ
まな分野も含めた横断的な議論と成果を目指すとともに、それを通じた方法論的内省にもとづく
人文学諸分野の深化をも視野にいれています。
　人文情報学の現状を少しでもつかみやすくするべく、人文情報学と位置づけることができるさ
まざまな研究について、各分野気鋭の専門家の皆さまにご紹介いただくと共に国内外のホットな
情報を取り上げていきます。
　過去の記事は以下のサイトで公開しております。

https://www.dhii.jp/DHM/

　メールマガジンは月一回の配信で無料で読むことが出来ます。以下のサイトから購読の申し込
みができます。ぜひこの機会にお申し込み下さい。

　https://w.bme.jp/bm/p/f/tf.php?id=dhm&task=regist

「IIIF［トリプルアイエフ］で拓くデジタルアーカイブ」
フォローアップサイトのご案内

https://www.dhii.jp/dh/iiif/

このサイトでは、IIIF に対応したデジタルアーカイブの構築手法について、
API・ツール・ソフトウェアのリンクのほか、プログラミングの例を中心に、
情報提供します。本書以降の最新情報についても提供していく予定です。

ぜひご覧ください！



231

用語解説

AJAX AJAX（Asynchronous JavaScript and XML）通信とは、Web ページを再読み込み
せずに、サーバーとデータを非同期でやり取りする技術である。これにより、ペー
ジ全体をリロードせず、ページの一部だけを更新できるため、ユーザーにとって
よりよいブラウザ操作体験を提供する。主に JavaScript を使い、データは XML や
JSON 形式で送受信する。（吉賀）

(Web) API (Web) Application Programming Interface の略。Web サービスが格納するデータ
や機能の一部を、外部のサーバーから呼び出して二次利用できるようにするために
Web サービス側が提供する仕組み。（永崎）

CDN CDN（Content Delivery Network）とは、Web サイトの画像や動画などのコンテ
ンツを、複数のサーバーに分散して配置する仕組みである。これにより、ユーザー
が最も近いサーバーからコンテンツを受け取れるため、表示速度が速くなり、負荷
分散によってサーバーの安定性も向上する。（吉賀）

CIDOC-CRM CIDOC-CRM（Conceptual Reference Model）は、多種多様な文化財資料を統一
的に管理するために考えだされた国際標準の概念モデルである。国際博物館会議

（ICOM）国際ドキュメンテーション委員会（CIDOC）によって制定された。ある文
化財がどのような概念で構成され、各メタデータがどの概念に紐づけられているの
かがデータとして明確になることで、異なるデータセット間の統合や共有、再利用
が容易になる。（吉賀）

CSS CSS（Cascading Style Sheets）は、Web ページのデザインを設定するための言語
である。HTML で作成した内容のレイアウトや色、フォントなどのスタイルを指定
し、見た目を整える。これにより、同じ HTML 文書でも異なるデザインを適用でき、
Web サイトのデザイン管理が簡単になる。（吉賀）

CUI CUI（Character User Interface）とは、文字だけで操作を行うユーザーインター
フェースである。コマンドラインとも呼ばれ、ユーザーがテキストコマンドを入力
してコンピュータを操作する。CUI は、プログラムの実行やファイル管理など、効
率的に多くの操作を行うことができる。（吉賀）

Docker アプリケーションをその依存関係と共にパッケージ化し、異なる OS 環境であって
も一貫して実行できるようにするコンテナ技術。これにより、開発環境と本番環境
の差異をなくし、効率的な導入と拡張が可能になる。コンテナは軽量で高速なため、
リソースの節約と迅速な起動が実現できる。（吉賀）

GitHub ソフトウェア開発プロジェクトを管理・共有するための Web プラットフォーム。
Git というバージョン管理システムを基盤にしており、開発者はコードの履歴を追
跡し、共同で開発を進めることができる。（吉賀）

GUI GUI（Graphical User Interface）とは、利用者が視覚的な要素を使ってコンピュー
タを操作する仕組みである。アイコン、ボタン、ウィンドウなどをクリックあるい
はタッチすることで操作でき、直感的に使えるため初心者にもわかりやすい。（吉賀）

HTML Hyper Text Markup Language の略。Web ページを記述するためのマークアップ言
語。タグや属性を付与することで構造や見た目を制御する。（永崎）

☞各論から専門用語を抄出し解説を付しました。
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用語解説

ISAD(G) ISAD(G)（General International Standard Archival Description）とは、アーカイ
ブ資料を一貫して記述するための国際標準である。アーカイブの管理と利用を促進
するため、主に物理的な資料のタイトル、作成者、日付、内容、物理的特徴などを
体系的に記述するルールを提供する。この標準により、異なるアーカイブ間で情報
の共有と検索が容易になる。（吉賀）

ISO/IEC 10646 文字コードの国際標準規格。ISO と IEC が定める規格であり世界中の文字に一意な
符号を割り当てることを目指して策定されている。業界標準規格である Unicode
はこれと互換性を有しており、国際的に広く用いられている。（永崎）

JavaScript 元々は Web ブラウザ上で動作するプログラミング言語。Web のサイトやシステム
の開発に用いられ、特にインタラクティブな Web サイトの仕組みを用意する場合
によく用いられる。IIIF ビューワのほとんどはこの言語で書かれている。（永崎）

JSON JavaScript Object Notation の略。データ記述言語の一つであり、JavaScript にお
けるデータ交換用フォーマット。近年は、Web でのデータ交換のために広く利用
されており IIIF の各種 API でも採用されている。（永崎）

JSON-LD JavaScript Object Notation for Linked Data の略。 JSON フォーマットを利用して
構造化データとしての Linked Data を記述する手法である。（永崎）

Linked Open Data Linked Data は、あるデータそのものとその他のデータとの関係をリンク（URI、
URL など）で表現したデータ。Open Data は誰もが自由に利用できるライセンス
が付与されたデータ。Linked Open Data は Linked Data と Open Data の両方の性
質を兼ね揃えたデータを指す。（吉賀）

N-gram N-gram とは、連続する N 個の単語や文字の集まりを意味する。たとえば、「今日
は晴れです」という文の 2-gram（バイグラム）を文字単位で分けるならば「今日」

「日は」「は晴」「晴れ」「れで」「です」となる。N-gram は形態素解析と異なり、文
法や語彙に依存せずにテキストのパターンを抽出できるため、未知の単語や誤字脱
字があっても処理が可能である。一方、形態素解析は文を形態素に分割し、それぞ
れの品詞や意味を解析する手法であり、文法的な構造や単語の意味をより正確に捉
えるため、精度の高い解析が必要な場合に有利である。（吉賀）

OAI-PMH OAI-PMH（Open Archives Initiative Protocol for Metadata Harvesting）とは、デ
ジタルリポジトリやアーカイブからメタデータを収集（ハーベスティング）するた
めの標準プロトコルである。OAI-PMH は、データプロバイダとサービスプロバイ
ダの間でメタデータのやり取りを容易にし、互換性のある形式での収集と共有を可
能にする。（吉賀）

OAIS 参照モデル OAIS 参照モデル（Reference Model for an Open Archival Information System）と
は、デジタル情報を長期保存するために制定された国際標準の枠組みである。情報
の収集、保存、管理、アクセス提供のプロセスを規定し、アーカイブシステムの設
計と運用に役立つ。このモデルにより、異なる機関が統一された方法でデジタル情
報を保存し、将来にわたってアクセス可能にすることができる。（吉賀）

Python 簡潔で読みやすい文法を持つプログラミング言語。初心者から専門家まで幅広い
ユーザーに使われており、テキスト分析、人工知能、機械学習など多様な分野で活
用されている。また、豊富なライブラリと大規模なコミュニティに支えられている。

（吉賀）
RDF RDF（Resource Description Framework）は、ある二つのデータの関係を表現する

W3C 標準の枠組み。たとえば、データ 1 とデータ 2 があるとき、URI で示されたデー
タ 1 はデータ 2（URI または値）と「ある属性」でつながっていることをグラフ型
の三つ組で表現する。この形式は、データ間の関係を明確に記述することを可能に
し、異なるデータソース間のリンクと相互運用性を高める。RDF は、セマンティッ
ク Web や Linked Open Data を具体化する仕組みとして広く利用されている。（吉賀）
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Representational 
State Transfer(REST)

さまざまなアプリケーションやサービスがデータを送受信し連携することを可能に
するために、あらかじめ統一された方式でデータを簡単に操作（取得、作成、更新、
削除）できるようにする仕組み。Web API において広く用いられている。（吉賀）

ResourceSync OAI-PMH の後継となる二つのウェブサーバの間でコンテンツの同期を行うための
プロトコルである。OAI-PMH がメタデータを同期の対象としているのに対して、
ResourceSync は URI をもつあらゆるウェブ上のリソースを対象とする。Web で広
く利用されている Sitemap プロトコルに基づいて実装されており、幅広い使用例
に適している。（西岡）

TEI/XML TEI（Text Encoding Initiative）協会が策定する、人文学を中心とするテキスト構
造化のためのデータ形式。現在は XML（Extensible Markup Language）技術に基
づき実装されており、主に西洋諸国では人文学のデータ形式として広く用いられて
いる。（永崎）

UI UI（User Interface）とは、ユーザーがコンピュータやアプリケーションを操作す
るための仕組みである。画面のレイアウトやボタン、メニューなどの視覚的要素と、
マウスやタッチパネルなど入力装置の操作方法を含む。使いやすさや見やすさが重
要で、よい UI はユーザーの体験を向上させる。（吉賀）

Unicode 符号化された文字集合の業界標準規格。ISO/IEC 10646 と互換性を有している。国
際的なテキストデータの互換性実現を目指しており、Web では標準として用いら
れている。（永崎）

URI Uniform Resource Identifier の略。Web 上のあらゆるリソースや抽象的な概念
を識別するための記号列であり、特定の Web ページへのアクセス先を示す URL

（Uniform Resource Locator）は URI の下位概念にあたる。（大向）
Web Annotation W3C が定めた規格であり、Web 上のリソースに対して注釈を付与するとともに、

その注釈も Web で共有することを可能とするもの。（永崎）
アノテーション 注釈のこと。IIIF の文脈では、画像やテキストに対するものなど、さまざまなタイ

プの注記が含まれる。（永崎）
形態素解析 自然文を単語や形態素（意味を持つ言語の最小単位）に分割し、その各部分の品詞

や意味を解析する技術。形態素解析は、自然言語処理の基本技術であり、テキスト
の意味理解や機械翻訳、情報検索、テキストマイニングなど、多くの応用において
重要な役割を果たす。（吉賀）

セマンティック Web 1998 年にティム・バーナーズ＝リーが提唱した、Web の高度化を目指す取り組み。
これを実現するために、Web ページの意味を扱うための標準規格やツールの開発
が W3C を通じて行われた。（永崎）

データセット 関連するデータの集合体であり、特定のテーマや目的に基づいて構造化されたデー
タの集まりを指す。（吉賀）

メタデータ ある物事の特徴を表す情報を記述するデータ。たとえば、書籍のメタデータには、
タイトル、著者、発行年、出版社、ISBN などが含まれる。メタデータはデータの整理、
検索、管理を容易にし、その内容や構造、作成方法に関する情報を提供する。（吉賀）
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人文学のためのテキストデータ構築入門
TEI ガイドラインに準拠した取り組みにむけて

より効果的にテキストデータを蓄積・共有し、広く世界につなげるために、人文学研究
においてテキストデータはこれからどう作っていけばいいのか。私たちの読みを残し、
共有し、たどれるようにする、あるいはどう読んだかを次世代に継承するためには、ど
ういう処理や方法が必要なのか。今後の人文学研究にとって必須のテキストデータ構築
の方法を、丁寧に解説、紹介していく書。
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山中美潮／宮川　創／大向一輝／永崎研宣（編）

欧米圏デジタル・ヒューマニティーズの
基礎知識
西洋世界におけるデジタル・ヒューマニティーズの研究・教育の主流を形成しているの
は欧米圏の組織やプロジェクトが多いが、言語の壁や情報技術の進歩の速さのため、あ
るいは西洋研究の文脈での知識が必要であるといった事情から、日本で西洋世界のデジ
タル・ヒューマニティーズに関する情報を入手するための手だてはいまだ乏しい。この
問題意識のもと、メールマガジン『人文情報学月報』に掲載された記事を加筆・修正、
西洋世界におけるデジタル・ヒューマニティーズの研究・教育の成果を知る本。

ISBN978-4-909658-58-6 C0020 ｜ A5 判・並製・496 頁｜定価 : 本体 2,800 円（税別）｜ 2021 年 7 月刊

下田正弘・永崎研宣（編）

デジタル学術空間の作り方
仏教学から提起する次世代人文学のモデル

ライブラリアン、コンピュータサイエンティスト、人文学者 ... 複数のプレイヤーによっ
て共同で創りあげる、デジタル学術空間という「知」のかつてない新たな形態に、これ
までどう対応してきたのか。そしてこれから、どうデジタル学術空間を創っていくのか。
仏教学から提起する書。今後の人文学の展開には、日々生まれつつあるデジタル学知と
の対話が不可欠なものとなった現在、私たちは何をどう創り未来へと進むのか。その良
きガイドになる書。

ISBN978-4-909658-19-7 C0004 ｜ A5 判・並製・384 頁｜定価 : 本体 2,800 円（税別）｜ 2019 年 12 月刊



盛田帝子／ロバート・ヒューイ（編）
盛田帝子／松本　大／飯倉洋一（校注訳）

江戸の王朝文化復興
ホノルル美術館所蔵レイン文庫『十番虫合絵巻』を読む

なぜ平安時代を復活させようとしたか。
江戸時代、王朝文化を研究し、憧れ、復興しようとする人々が現れる。

王朝文化に憧れた彼らが、業平に仮託された男が都を思いながら
「名にし負はばいざ言問はむ都鳥わが思ふ人はありやなしやと」（『伊勢物語』第九段）

と詠んだ隅田川のほとりで再興したのが、「十番虫合」であり、
本書で紹介するホノルル美術館所蔵『十番虫合絵巻』は、「十番虫合」に出座していた

三島景雄が記録し編修した絵巻物である。

果たして「十番虫合」とは何だったのか。
どこまでが事前に計画されたもので、どこまでが当座的なものだったのか。

彼らは日本の古えを復興しようと努力していたが、それは腐敗した徳川幕府と
日本の危機に対処する無能さに対する暗黙の批判であったのだろうか。

古典知の凝縮された『十番虫合絵巻』から、一体何がわかるのか。

ISBN978-4-86766-041-6 C0095 ｜ A5 判・並製・384 頁｜定価 : 本体 2,800 円（税別）｜ 2024 年 4 月刊

十番虫合絵巻研究会『十番虫合絵巻』サイト

https://juban-mushi-awase.dhii.jp/

　　文学通信の本　　  　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      ☞全国の書店でご注文いただけます






